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F-グリッド宮城・大衡有限責任事業組合 
 

 

 

スマートコミュニティ事業運営組織 

「F-グリッド宮城・大衡有限責任事業組合（LLP）」 

国内初の非常時地域送電システムを運用開始 
-合わせて、地元自治体、インフラ企業と共に非常時訓練を実施- 

 

 

 

 

F-グリッド宮城・大衡有限責任事業組合（以下 LLP：Limited Liability Partnership、組合代表：

トヨタ自動車株式会社）は、国の補助事業である「スマートコミュニティ導入促進事業」の採択を受

け、2011 年 10 月より進めてきた第二仙台北部中核工業団地におけるスマートコミュニティ事業（F-

グリッド構想）について、非常時地域送電システムの運用を開始した。 

合わせて本日、宮城県大衡村の第二仙台北部工業団地および大衡村役場周辺において、LLP 加盟企業

11 社と、大衡村役場の関係者など約 50 名が参加し、非常時における地域送電を想定した合同訓練を実

施した。 

 

 「F-グリッド構想」とは、「地域と工業団地が一体となった安全で安心なまちづくり」との考えのも

と、都市ガスを用いて自家発電設備からつくったエネルギー（電力・熱）と、電力会社より購入した

電力の制御・最適化を図りながら、工業団地内へ効率的にエネルギー供給を行うシステムである。 

2013 年 2 月の LLP 発足以降、段階的にシステムの拡張を進め、現在 11 法人が組合員として参画して

おり、第二仙台北部中核工業団地では、2011年度（Ｆ－グリッド構想導入前）と比べて省エネで約20％、

環境性（省 CO2）で約 23%の削減を実現するなど、各工場におけるエネルギー調達コストの低減に寄与

し、経済性も向上している。 

 

また、長期にわたり停電する非常時には、F-グリッド内各工場へのエネルギー供給のみならず、安

定、安全な自家発電設備の余剰電力を東北電力が購入し、近隣の地域防災拠点である大衡村役場など

へ供給する。F-グリッドから周辺地域へ電力を供給するシステムは国内初の取り組みとなる。 

さらに緊急電源として、外部給電機能を有するプラグインハイブリッド車 8 台、ハイブリッド車用

の蓄電池と太陽光発電で構成する充放電システムを 2 地点に配備することで初動対応力を高め、有事

における地域支援活動に備える。 

 

LLP は今後も本事業を継続推進することにより、環境性、経済性、電源セキュリティ（3E）の維持・

向上を図り、「地域と工業団地が一体となった安全で安心なまちづくり」に貢献することを目指す。 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

トヨタ自動車東日本㈱総務部 022-765-6493 

トヨタ自動車㈱：広報部 （東京）03-3817-9111～9117 （名古屋）052-552-0603～0607 

東北電力㈱：広報・地域交流部（報道） 022-225-2111（代） 

 

 

 

以 上 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご参考ご参考ご参考ご参考    

＜Ｆ－グリッド宮城・大衡有限責任事業組合の概要Ｆ－グリッド宮城・大衡有限責任事業組合の概要Ｆ－グリッド宮城・大衡有限責任事業組合の概要Ｆ－グリッド宮城・大衡有限責任事業組合の概要＞ 

 

組合名称：F-グリッド宮城・大衡有限責任事業組合（F-グリッド宮城・大衡 LLP） 

設  立：2013 年 2 月 28日 

所 在 地：宮城県黒川郡大衡村中央平 1番地（トヨタ自動車東日本株式会社内） 

出 資 金：946 百万円 

組合代表：トヨタ自動車株式会社 

 

＜組合員一覧：11 法人＞ 

組合員名称 役 割 持分（%） 

トヨタ自動車株式会社 ・LLP の事業統括 26.4 

トヨタ自動車東日本株式会社 
・LLP の経営・運営 

・F-グリッド導入システムの管理・運用 
61.2 

豊田通商株式会社 
・LLP の経営・運営 

・環境・省エネ設備の効果検証 
10.6 

東北電力株式会社 ・LLP への電力供給（含、非常時送電※） 1.1 

＜持分比率が 1%程度以下の組合員（7法人）＞ 
トヨタ紡織東北株式会社、株式会社すかいらーく、トヨタ輸送株式会社、 
中央精機東北株式会社、ビューテック株式会社、株式会社ベジ・ドリーム栗原、 
仙台市ガス局 

0.7 

合計 100.0 

※非常時送電：LLP から電力を購入し、東北電力の高圧配電線から防災拠点となる大衡村役場などへ送電 

 

＜詳細な事業内容＞ 

（１）組合員への電力の供給 

（２）組合員への熱（蒸気および温水を含む、以下同じ）の供給 

（３）電力供給、熱供給、節電、省エネルギー、蓄電およびエネルギーマネジメントに必要な設備、 

機器、ソフトウェア等の販売、リース、レンタル 

（４）組合員が所有する電力・熱関係の設備の保守・管理業務の受託 

（５）組合員への電力および熱に関する技術、知識、ノウハウ等に関する情報提供 

（６）地震等による大規模災害時において、第二仙台北部中核工業団地の近隣の公共施設等への 

電力供給の為に行う電気事業者への売電 

（７）組合が行う業務に関する広報活動 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（お問い合わせ先） 

トヨタ自動車東日本㈱：総合企画室 022-765-6312 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜非常時のエネルギーバックアップ＜非常時のエネルギーバックアップ＜非常時のエネルギーバックアップ＜非常時のエネルギーバックアップの順序＞の順序＞の順序＞の順序＞    

 

ステップ 内容 

STEP1 

プリウス PHV や充放電システムにより、自家発電設備の起動を待たず電源確保 

※PHV（1 台あたり単相 100V-1500W供給可能）を 8台配備（2013 年） 

プリウスリユース蓄電池で構成される充放電システムは、トヨタ自動車東日本に

100V－30kWシステム、トヨタ紡織東北に 100V-20kWシステムを各々設置（2014年） 

STEP2 
健全性確認、事前準備・操作終了後、自家発電設備を起動（ブラックアウトスタート）

し、F-グリッド内各工場に、災害復旧等で必要な電力を供給 

STEP3 
余剰電力を東北電力に販売し、東北電力が地域防災拠点の大衡村役場などへ供給 

※最大販売電力 1500kW    

 

コージェネ

大衡村役場/
地域防災拠点

ﾌﾟﾘｳｽﾌﾟﾘｳｽﾌﾟﾘｳｽﾌﾟﾘｳｽPHVPHVPHVPHV

充放電システム

（リユース蓄電池）

Ｆ－Ｆ－Ｆ－Ｆ－グリッドグリッドグリッドグリッドＬＬＰＬＬＰＬＬＰＬＬＰ

STEP3

東北電力配電線

STEP2

STEP1

自営線高圧電力 工業工業工業工業団地内組合員団地内組合員団地内組合員団地内組合員

低圧電力

 
 

ご参考ご参考ご参考ご参考    

＜スマートコミュニティの概要＞＜スマートコミュニティの概要＞＜スマートコミュニティの概要＞＜スマートコミュニティの概要＞    

▽通常時（2013 年 4月より開始） 

本有限責任事業組合が保有する自家発電設備(都市ガスを活用)から作ったエネルギー（電力・熱）

と、電力会社より購入した電力の制御・最適化を図り、グリッド内各工場へ効率的にエネルギー

供給を行う。 

▽非常時（今回完成）▽非常時（今回完成）▽非常時（今回完成）▽非常時（今回完成）    

FFFF----グリッド保有の自家発電設備で発電した余剰電力を東北電力が購入し、東北電力が、高圧配電グリッド保有の自家発電設備で発電した余剰電力を東北電力が購入し、東北電力が、高圧配電グリッド保有の自家発電設備で発電した余剰電力を東北電力が購入し、東北電力が、高圧配電グリッド保有の自家発電設備で発電した余剰電力を東北電力が購入し、東北電力が、高圧配電    

線により防災拠点となる大衡村役場など線により防災拠点となる大衡村役場など線により防災拠点となる大衡村役場など線により防災拠点となる大衡村役場などに電力を供給する。に電力を供給する。に電力を供給する。に電力を供給する。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


